
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】傾斜を調整することができる運転席を有する車

両、及びその調整方法の提供。

【解決手段】車両が下山のまたは下り坂の走行に移ると

き、傾斜センサ９が、水平線Ｈに対する座席１２の角度

位置の差を検出し、制御手段２によってサーボモータ４

が起動される。これにより、このサーボモータの入れ子

式ロッド（調整手段）４ａは繰り出され、運転席を角度

αだけ後方に旋回させる。それ故に、斜面の傾斜－αが

、これに対応して補償され、座席１２は水平線Ｈに平行

のままである。制御系が正確に作動すればするほど、水

平線Ｈに対する座席１２の平行性が一層正確に守られる

。旋回運動の際に、運転席１０の案内が、弓形に延びて

いるガイドレール７に沿ってなされる。これらのガイド

レールはローラ５，６；１３，１４の間を走行する。旋

回運動は、仮想の旋回点Ｐを中心としてなされる。この

旋回点は、旋回点が利用者の質量中心の付近にあるよう

に、選択されている。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 シ ャ ー シ （ １ ） と 、 こ の シ ャ ー シ に 取 着 さ れ て お り か つ ２ つ の 弓 形 の ガ イ ド レ ー ル （ ７
） に 沿 っ て 前 記 シ ャ ー シ （ １ ） に 対 す る 傾 斜 を 調 整 で き る 運 転 席 （ １ ０ ） と 、 水 平 線 （ Ｈ
） に 対 す る 前 記 運 転 席 （ １ ０ ） の 座 席 （ １ ２ ） の 角 度 位 置 （ α ） を 検 出 す る 傾 斜 セ ン サ （
９ ） と 、 前 記 シ ャ ー シ （ １ ） お よ び 前 記 運 転 席 （ １ ０ ） に 接 続 さ れ た 調 整 手 段 （ ４ ， ４ ａ
） と 、 前 記 傾 斜 セ ン サ （ ９ ） お よ び 前 記 調 整 手 段 （ ４ ， ４ ａ ） と 作 用 結 合 し て い る 制 御 手
段 （ ２ ） と を 具 備 し 、 こ の 制 御 手 段 を 介 し て 、 前 記 運 転 席 （ １ ０ ） は 、 前 記 座 席 （ １ ２ ）
が 常 に 前 記 水 平 線 （ Ｈ ） に 対 し 実 質 的 に 平 行 に 位 置 し て い る よ う に 、 調 整 手 段 （ ４ ， ４ ａ
） に よ っ て 旋 回 さ れ る こ と が で き て な る 、 車 両 、 特 に 電 動 車 い す に お い て 、
　 前 記 ２ つ の ガ イ ド レ ー ル （ ７ ） は 、 前 記 運 転 席 （ １ ０ ） に 取 着 さ れ て お り 、 各 々 が 、 前
記 シ ャ ー シ （ １ ） に 固 定 結 合 さ れ て い る 夫 々 に 少 な く と も ２ つ の ロ ー ラ （ ５ ， １ ４ ） に お
い て 支 持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 車 両 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 少 な く と も ２ つ の ロ ー ラ （ ５ ， １ ４ ） は 、 前 記 シ ャ ー シ （ １ ） で の 基 準 面 （ Ｅ ） に
大 し て 、 異 な っ た 垂 直 方 向 の 間 隔 （ Ａ Ｈ 、 Ａ Ｖ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 車 両 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ４ つ ず つ の ロ ー ラ （ ５ ， ６ ； １ ３ ， １ ４ ） が 各 ガ イ ド レ ー ル に 対 し て 設 け ら れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 調 整 手 段 （ ４ ａ ） は 、 入 れ 子 式 シ リ ン ダ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
車 両 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 入 れ 子 式 シ リ ン ダ （ ４ ａ ） は 、 電 動 式 に 駆 動 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４
に 記 載 の 車 両 。
【 請 求 項 ６ 】
　 走 行 方 向 （ Ｆ ） に 見 て 前 方 の 前 記 ロ ー ラ （ １ ３ ， １ ４ ） の 前 記 間 隔 （ Ａ Ｖ ） は 、 前 記 後
方 の ロ ー ラ （ ５ ， ６ ） の 前 記 間 隔 （ Ａ Ｈ ） よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載
の 車 両 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 車 両 が 下 山 す る か 坂 を 下 る と き 、 前 記 運 転 席 （ １ ０ ） は 仮 想 の 旋 回 点 （ Ｐ ） を 中 心
と し て 旋 回 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か １ に 記 載 の 車 両 の 座 席
（ １ ０ ） を 調 整 す る 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 旋 回 は 、 前 記 運 転 席 （ １ ０ ） の 前 記 座 席 （ １ ２ ） が 、 下 山 の ま た は 下 り 坂 で の 走 行
の 際 に 、 常 に 、 水 平 線 （ Ｈ ） に 実 質 的 に 平 行 に 位 置 し て い る よ う に 、 前 記 制 御 手 段 （ ２ ）
に よ っ て 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 仮 想 の 旋 回 点 （ Ｐ ） は 、 前 記 運 転 席 （ １ ０ ） に 座 っ て い る 運 転 者 の 質 量 中 心 の 付 近
に 位 置 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 シ ャ ー シ と 、 こ の シ ャ ー シ に 取 着 さ れ て お り か つ ２ つ の 弓 形 の ガ イ ド レ ー ル
に 沿 っ て シ ャ ー シ に 対 す る 傾 斜 を 調 整 で き る 運 転 席 と 、 水 平 線 に 対 す る 運 転 席 の 座 席 の 角
度 位 置 を 検 出 す る 傾 斜 セ ン サ と 、 シ ャ ー シ お よ び 運 転 席 に 接 続 さ れ た 調 整 手 段 と 、 傾 斜 セ
ン サ お よ び 調 整 手 段 と 作 用 係 合 し て い る 制 御 手 段 と を 具 備 し 、 こ の 制 御 手 段 を 介 し て 、 運
転 席 は 、 座 席 が 常 に 水 平 線 に 対 し 実 質 的 に 平 行 に 位 置 し て い る よ う に 、 調 整 手 段 に よ っ て
旋 回 さ れ る こ と が で き て な る 、 車 両 、 特 に 電 動 車 い す 、 及 び こ の 車 両 の 座 席 を 調 整 す る 方
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法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の よ う な 車 両 は 、 例 え ば 特 許 文 献 １ か ら 公 知 で あ る 。 ガ イ ド レ ー ル は シ ャ ー シ に し っ
か り と 結 合 さ れ て い る 。 移 動 範 囲 に 亘 っ て 、 運 転 席 は 、 例 え ば 、 電 動 式 に 駆 動 さ れ る こ と
が で き る 車 輪 を 介 し て 、 ガ イ ド レ ー ル 上 に 支 持 さ れ て い る 。 座 席 支 持 手 段 お よ び 調 整 領 域
の こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 運 転 者 を 乗 せ た 車 両 の 重 心 が 比 較 的 高 い 位 置 に あ る 。 こ の こ
と は 、 平 ら な お よ び で こ ぼ こ な 地 面 上 で の 危 険 な 走 行 状 態 を も た ら す こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 道 路 お よ び 通 り で の 走 行 中 に 、 歩 行 障 害 の あ る 人 々 は 、 非 常 に し ば し ば 、 電 動 車 い す を
用 い る 。 屋 外 領 域 の た め に は 、 主 に 屋 内 領 域 の た め に 構 想 さ れ た 車 両 に 比 較 し て 強 い 駆 動
手 段 お よ び 安 定 的 な シ ャ ー シ デ ザ イ ン を 有 す る 特 別 に 構 想 さ れ た 車 両 が あ る 。 そ れ 故 に 、
こ の よ う な 車 両 に よ っ て 、 険 阻 な 山 地 区 間 ま た は 勾 配 区 間 も 克 服 す る こ と が で き る 。 下 山
の ま た は 下 り 坂 で の 走 行 中 に は 、 車 い す 使 用 者 が 、 重 力 軸 に 対 し 変 化 す る 角 度 の 故 に 、 運
転 席 の 座 席 で 滑 り 落 ち る 傾 向 を 有 す る と い う 問 題 が あ る 。 電 動 車 い す の 運 転 者 は 、 自 ら の
障 害 の 故 に 、 一 層 低 下 し た 筋 肉 機 能 性 を 有 す る の で 、 身 体 活 動 的 に 、 重 心 の 条 件 の 変 化 に
抗 す る こ と が で き な い 。 従 っ て 、 ベ ル ト シ ス テ ム に よ っ て 、 人 間 が 座 席 に 固 定 さ れ ね ば な
ら な い 。 し か し 、 こ の こ と は 、 ベ ル ト の 下 に あ る 組 織 へ の 圧 力 荷 重 の 増 大 を 伴 う 。 あ る い
は 、 シ ャ ー シ に 対 す る 運 転 席 の 傾 斜 を 調 整 す る こ と が で き る 座 席 角 度 調 整 手 段 が 設 け ら れ
て い な け れ ば な ら な い 。 下 山 の ま た は 下 り 坂 で の 走 行 前 に 、 座 席 を 手 動 で 通 常 位 置 か ら 傾
斜 し 、 勾 配 区 間 の 終 了 後 に 再 度 通 常 位 置 に 戻 さ ね ば な ら な い 。 こ の 目 的 の た め に は 、 運 転
者 は 外 部 の 助 け を 一 層 必 要 と す る 。 更 に 、 手 動 で の 座 席 調 整 手 段 の 作 動 は 、 停 止 状 態 で な
さ れ ね ば な ら な い 。 そ れ 故 に 、 そ れ に 応 じ て 、 調 整 過 程 は 面 倒 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 ２ に は 、 運 転 席 と 、 シ ャ ー シ に 取 り 付 け ら れ た 座 席 と か ら な り 、 座 席 の 傾 斜 が
、 調 整 部 材 に よ っ て 、 如 何 な る 所 望 の 位 置 に も 達 す る こ と が で き て な る 車 い す が 記 載 さ れ
て い る 。 傾 斜 測 定 手 段 は 調 整 部 材 を 制 御 す る 。 そ れ 故 に 、 座 席 の 傾 斜 は 、 車 い す が で こ ぼ
こ の 土 地 を 通 過 す る と き も 、 水 平 に 保 つ こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 ド イ ツ 特 許 第 198 21 451 A1号 公 開 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 欧 州 特 許 第 0 829 247 A2号 公 開 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 問 題 の 提 示 を 前 提 と し て 、 車 両 の 運 転 席 の 支 持 手 段 を 、 こ の 支 持 手 段 が 、 下 山 の ま
た は 下 り 坂 で の 走 行 の 際 に 、 運 転 者 に と っ て 高 い 快 適 性 を 供 し 、 か つ 身 体 的 な 運 動 の 自 由
が 制 約 さ れ た 人 々 に よ っ て も 利 用 さ れ る こ と が で き る だ け で な く 、 低 い 重 心 を 可 能 に も し
て 、 そ の 結 果 、 平 ら な お よ び で こ ぼ こ の 地 面 上 で の 安 定 的 な 走 行 状 態 が 保 証 さ れ て い る よ
う に 、 改 善 す る こ と が 意 図 さ れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に は 、 本 発 明 に 係 わ る 車 両 は 、 ２ つ の ガ イ ド レ ー ル が 運 転 席 に
取 着 さ れ て お り 、 シ ャ ー シ に 固 定 結 合 さ れ て い る 夫 々 に 少 な く と も ２ つ の ロ ー ラ に お い て
支 持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 に よ っ て 、 運 転 席 は 、 通 り の 傾 斜 に 応 じ て 逆 方 向 に 旋 回 さ れ る 。 そ れ 故
に 、 運 転 者 は 下 山 の ま た は 下 り 坂 の 走 行 の 際 に も 、 常 に 自 ら の 重 力 軸 に 実 質 的 に 平 行 に 座
っ て お り 、 ベ ル ト に よ っ て 固 定 し な く て も 、 車 両 を 安 全 に 運 転 す る こ と が で き る 。 ロ ー ラ
に よ っ て 、 摩 擦 の 少 な い 支 持 お よ び 角 度 調 整 が 可 能 と な る 。 そ れ 故 に 、 調 整 手 段 を そ れ に
応 じ て 小 さ い 寸 法 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 こ れ ら の ロ ー ラ が 、 シ ャ ー シ に あ る 基 準 面 に 対 し て 、 異 な っ た 垂 直 方 向 の 間 隔 を 有 す る
の で 、 形 成 さ れ た ガ イ ド レ ー ル は 、 構 造 的 に 簡 単 か つ 均 等 な 旋 回 運 動 を 可 能 に す る 、 運 転
席 の 案 内 を 、 弓 形 に 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ４ つ ず つ の ロ ー ラ が 設 け ら れ て い る と き 、 こ れ ら の ロ ー ラ は 、 対 で 向 か い 合 っ て 設 け ら
れ 、 ガ イ ド レ ー ル を 上 下 か ら 案 内 す る こ と が で き る 。 そ れ 故 に 、 で こ ぼ こ の 土 地 を 走 行 す
る 場 合 で も ま た は 道 路 の 穴 を 通 っ て も 、 ガ イ ド レ ー ル が 滑 り 出 る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ガ イ ド レ ー ル が 、 横 断 面 が 丸 く 形 成 さ れ て い る こ と は 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 調 整 手 段 と し て は 、 サ ー ボ モ ー タ に よ っ て 駆 動 可 能 な 入 れ 子 式 シ リ ン ダ を 用 い る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 運 転 席 を 軌 道 の 傾 斜 に 適 合 さ せ る た め に は 、 車 両 が 下 山 す る ま た は 坂 を 下 る と き 、 運 転
席 は 仮 想 の 旋 回 点 を 中 心 と し て 旋 回 さ れ る 。 こ の 仮 想 の 旋 回 点 が 、 座 席 に 座 っ て い る 運 転
者 の 質 量 中 心 の 付 近 に 位 置 し て い る こ と は 好 ま し い 。 旋 回 運 動 は 、 運 転 席 の 座 席 が 、 下 山
の ま た は 下 り 坂 で の 走 行 の 際 に 、 常 に 、 水 平 線 に 実 質 的 に 平 行 に 位 置 し て い る よ う に 、 制
御 手 段 に よ っ て 制 御 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 詳 述 す る 。 車 両 は 、 実 質 的 に 、 シ ャ ー シ
１ お よ び 構 造 体 １ ８ か ら な る 。 シ ャ ー シ １ に は 、 通 り と 接 触 す る ホ イ ー ル １ ７ が 設 け ら れ
て お り 、 構 造 体 は 、 シ ャ ー シ １ に 対 す る 傾 斜 を 調 整 で き る 運 転 席 １ ０ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 運 転 席 １ ０ は 、 背 も た れ １ ６ お よ び 座 席 １ ２ と 、 取 付 手 段 ８ に 固 定 さ れ た 肘 か け １ １ と
を 有 す る 。 前 方 の お よ び 後 方 の ホ ル ダ １ ５ と ベ ー ス プ レ ー ト ３ に よ っ て 、 運 転 席 １ ０ は シ
ャ ー シ に 結 合 さ れ て い る 。 運 転 席 １ ０ の 両 側 に は 、 横 断 面 が 円 形 で 、 弓 形 の ガ イ ド レ ー ル
７ が 取 着 さ れ て い る 。 こ れ ら の ガ イ ド レ ー ル は 、 対 で 向 か い 合 っ て い る 両 側 に ４ つ ず つ の
ロ ー ラ ５ ， ６ ； １ ３ ， １ ４ の 間 で 案 内 さ れ る 。 運 転 席 １ ０ に は 、 水 平 線 Ｈ に 対 す る 座 席 １
２ の 角 度 位 置 を 検 出 す る 傾 斜 セ ン サ ９ が 接 続 さ れ て い る 。 運 転 席 １ ０ の 下 方 に は 、 サ ー ボ
モ ー タ （ 調 整 手 段 ） ４ お よ び そ の サ ー ボ モ ー タ に 取 着 さ れ た 入 れ 子 式 ロ ッ ド ４ ａ か ら な る
調 整 手 段 が 設 け ら れ て い る 。 調 整 手 段 の 一 端 は シ ャ ー シ １ ま た は ベ ー ス プ レ ー ト ３ に 、 他
端 は 運 転 席 １ ０ に 関 節 式 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 制 御 手 段 ２ を 介 し て 、 傾 斜 セ ン サ ９ お よ
び 調 整 手 段 ４ ， ４ ａ が 互 い に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 走 行 方 向 Ｆ に 見 て ２ つ の 前 方 の ホ ル ダ １ ５ は 、 ２ つ の 後 方 の ホ ル ダ １ ５ よ り も 長 い 。 そ
れ 故 に 、 ロ ー ラ １ ４ と 基 準 面 Ｅ と の 間 隔 Ａ Ｖ は 、 後 方 の ロ ー ラ ５ と の 間 隔 Ａ Ｈ よ り も 大 き
い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 車 両 が 下 山 の ま た は 下 り 坂 の 走 行 に 移 る と き 、 傾 斜 セ ン サ ９ が 、 水 平 線 Ｈ に 対 す る 座 席
１ ２ の 角 度 位 置 の 差 を 検 出 し 、 制 御 手 段 ２ に よ っ て サ ー ボ モ ー タ ４ が 起 動 さ れ る 。 こ れ に
よ り 、 こ の サ ー ボ モ ー タ の 入 れ 子 式 ロ ッ ド （ 調 整 手 段 ） ４ ａ は 繰 り 出 さ れ 、 運 転 席 を 角 度
α だ け 後 方 に 旋 回 さ せ る 。 そ れ 故 に 、 斜 面 の 傾 斜 － α が 、 こ れ に 対 応 し て 補 償 さ れ 、 座 席
１ ２ は 水 平 線 Ｈ に 平 行 の ま ま で あ る 。 制 御 系 が 正 確 に 作 動 す れ ば す る ほ ど 、 水 平 線 Ｈ に 対
す る 座 席 １ ２ の 平 行 性 が 一 層 正 確 に 守 ら れ る 。 旋 回 運 動 の 際 に 、 運 転 席 １ ０ の 案 内 が 、 弓
形 に 延 び て い る ガ イ ド レ ー ル ７ に 沿 っ て な さ れ る 。 こ れ ら の ガ イ ド レ ー ル は ロ ー ラ ５ ， ６
； １ ３ ， １ ４ の 間 を 走 行 す る 。 旋 回 運 動 は 、 仮 想 の 旋 回 点 Ｐ を 中 心 と し て な さ れ る 。 こ の
旋 回 点 は 、 旋 回 点 が 利 用 者 の 質 量 中 心 の 付 近 に あ る よ う に 、 選 択 さ れ て い る 。 こ の 目 的 の
た め に 、 座 席 を 調 整 す る 手 段 全 体 を 、 運 転 者 に 適 切 に 適 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 制 御 過 程 は 連 続 的 に な さ れ る 。 そ れ 故 に 、 座 席 １ ２ は 常 に 水 平 面 に 保 た れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 シ ャ ー シ に 取 着 さ れ て お り 通 常 位 置 に あ る 運 転 席 の 部 分 側 面 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 シ ャ ー シ に 取 着 さ れ て お り 傾 斜 位 置 に あ る 運 転 席 の 部 分 側 面 図 を 示 す 。
【 図 ３ 】 調 整 手 段 が 見 え る よ う に な っ て い る 、 図 １ に 基 づ く 図 を 示 す 。
【 図 ４ 】 調 整 手 段 が 見 え る よ う に な っ て い る 、 図 ２ に 基 づ く 図 を 示 す 。
【 図 ５ 】 調 整 可 能 な 運 転 席 を 有 す る 車 両 の 側 面 図 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 　 １ 　 シ ャ ー シ
　 　 ２ 　 制 御 手 段
　 　 ３ 　 ベ ー ス プ レ ー ト
　 　 ４ 　 サ ー ボ モ ー タ 、 調 整 手 段
　 　 ４ ａ 　 入 れ 子 式 ロ ッ ド 、 調 整 手 段
　 　 ５ 　 ロ ー ラ
　 　 ６ 　 ロ ー ラ
　 　 ７ 　 ガ イ ド レ ー ル
　 　 ８ 　 取 付 手 段
　 　 ９ 　 傾 斜 セ ン サ
　 　 １ ０ 　 運 転 席
　 　 １ １ 　 肘 か け
　 　 １ ２ 　 座 席
　 　 １ ３ 　 ロ ー ラ
　 　 １ ４ 　 ロ ー ラ
　 　 １ ５ 　 取 付 手 段 、 ホ ル ダ
　 　 １ ６ 　 背 も た れ
　 　 １ ７ 　 車 輪
　 　 １ ８ 　 構 造 体
　 　 Ａ Ｈ 　 間 隔
　 　 Ａ Ｖ 　 間 隔
　 　 Ｅ 　 基 準 面
　 　 Ｆ 　 走 行 方 向
　 　 Ｈ 　 水 平 線
　 　 Ｐ 　 仮 想 の 旋 回 点
　 　 α 　 傾 斜 角 度
　 　 － α 　 斜 面 の 傾 斜
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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